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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【公表番号】特表2015-501791(P2015-501791A)
【公表日】平成27年1月19日(2015.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-004
【出願番号】特願2014-540950(P2014-540950)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/72     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/7088   ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/36     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/24     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/26     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/40     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/19     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/72     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月1日(2015.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
＜実施例９～１４＞Ｇａｔａｐａｒｓｅｎ伝達用組成物の製造
　分子量１５０～４００ｋＤａのキトサンＨＣｌ　４ｍｇ、チアミンピロリン酸２ｍｇ、
プロタミン硫酸(Alps Pharmaceutical社製)０．５ｍｇをそれぞれ滅菌蒸留水１ｍＬに溶
かした溶液を製造した。これらの溶液を０．２２μｍのフィルターで濾過した。Ｇａｔａ
ｐａｒｓｅｎ（ｓｕｒｖｉｖｉｎ ａｎｔｉｓｅｎｓｅ）遺伝子（バイオニア社製）は滅
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菌蒸留水を用いて１ｍｇ／ｍＬの濃度で製造した。Ｌｉｐｏｉｄ Ｓ－１００およびＤＳ
ＰＥ－ｍＰＥＧ２０００はリン脂質の全量が３０ｍｇとなるようにして、エタノール１ｍ
ｌに溶かして、表３に指定された割合に応じて溶解した後、０．２２μｍのフィルターで
濾過した。下記表３の重量比となるように、Ｇａｔａｐａｒｓｅｎ（ｓｕｒｖｉｖｉｎ 
ａｎｔｉｓｅｎｓｅ）遺伝子水溶液とプロタミン溶液を混合して前複合体を形成させた後
、水溶性キトサン、チアミンピロリン酸およびリン脂質溶液を混合し、ナノ粒子を含有す
る組成物を製造した。ここで、Ｇａｔａｐａｒｓｅｎのシークエンスは、３’－ｄ（Ｐ－
ｔｈｉｏ）（［２’－Ｏ－（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）］ｍ５ｒＵ－［２’－Ｏ－
（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）］ｒＧ－［２’－Ｏ－（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙ
ｌ）］ｍ５ｒＵ－［２’－Ｏ－（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）］ｒＧ－ｍ５Ｃ－Ｔ－
Ａ－Ｔ－Ｔ－ｍ５Ｃ－Ｔ－Ｇ－Ｔ－Ｇ－［２’－Ｏ－（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）
］ｒＡ－［２’－Ｏ－（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）］ｒＡ－［２’－Ｏ－（２－ｍ
ｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）］ｍ５ｒＵ－［２’－Ｏ－（２－ｍｅｔｈｏｘｙｅｔｈｙｌ）
ｍ５ｒＵ］－５’を使用した。
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